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１．システムの概要 

 「学魚養殖」はマダイ養殖を小中学生が遠隔で体験するシステムです。タブレット

端末で給餌や魚体サイズの測定をすることや、実際のデータを見ながら養殖日誌を記

述してもらうことで、遠隔から養殖支援をすることができます。 

 

「学魚養殖」の概要 

 本システムは生徒用と生産者用の２つの Web アプリと生産者用デスクトップアプリ

から構成されています。生徒用 アプリは「給餌」「計測」「日誌」「質問」の４つの

機能があり、生産者用 アプリは「データ」「養殖日誌」「子供日誌」「質問」の４つ

の機能があります。 

生徒用アプリの機能説明 

給餌・・・給餌の擬似体験、水温や気温、天気の確認を行うことができます。 

 計測・・・マダイの魚体サイズ測定、へい死の確認を行うことができます。 

 日誌・・・水温や気温、映像データを参考に養殖日誌を作成することができます。 

 質問・・・生徒が生産者に向けて、チャットで質問をすることができます。 

生産者アプリの機能説明 

 データ・・・養殖に必要な水温や気温を確認することができます。 

 養殖日誌・・生産者が実際に養殖日誌を記録することができます 

 子供日誌・・生徒の日誌の確認ができ、フィードバックを返すことができます。 

 質問・・・・生産者が生徒に向けて、チャットをすることができます。 
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２．生徒用タブレットアプリの操作方法 

 「学魚養殖」の生徒用アプリは、子供達が通常利用するアプリです。 

https://ezaki-lab.littlestar.jp/2021gakugyoyoshoku/ 

 

２．１ 「給餌」機能 

 給餌体験を行うために使用します。「給餌」ボタンを押すと給餌機から餌が繰り出

され、捕食の様子を確認できます。「停止」ボタンを押すと給餌が停止されます。 

 この画面にはリアルタイム映像、天気、気温、水温の情報が確認できるため、水温

の変化による魚の活性などの観察が可能です。 

 

 

 

平均体重表⽰ 
養殖している鯛の平均体重を表⽰します 

アナウンス 
⽣産者からのメッセージが表⽰されます 

いけすのリアルタイム映像 
いけすのリアルタイム映像が表⽰されます 

⽇付・時刻表⽰ 
現在の⽇付と時刻を表⽰しています 

天気表⽰ 
いけす付近の天気を表⽰しています 

いけす⽔温表⽰ 
表層、中層、深層の⽔温を表⽰しています 

気温表⽰ 
いけす付近の気温を表⽰しています 

給餌開始ボタン 
給餌の擬似体験ができます 

給餌停⽌ボタン 
給餌機を停⽌させます 
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２．２ 「計測」 機能 

 魚のサイズ測定およびへい死確認を行う機能です。児童・生徒は計測する画像を選

択し、画像をズームしたり、移動させて魚を詳しく観察します。 

 へい死があれば、へい死数を入力します。魚体サイズの計測の方法は、画像に映る

魚といけすの網目を利用して、算数や数学で勉強する「比」、「方程式」、「かけ算」

などを用いて計算を行います。数匹の魚体サイズの計測を行なって、最後に「登録」

ボタンを押せば記録されます。 

 

 

⽔中画像選択 
「前」と「次」を押すことで⽔中画像を選択します 

⽔中画像表⽰ 
１で選択された画像が表⽰します。指でズーム可能 

⿂体サイズ記録欄 
⽣徒が計算した⿂体サイズを⼊⼒します 

⿂体サイズ測定 
サイズを測定する画像を保存し、⼊⼒枠を追加します 

へい死数⼊⼒ 
へい死した⿂を発⾒した際に数を⼊⼒します 

登録ボタン 
⼊⼒した全ての情報が⽣産者の元へ届きます 

 

 

【魚体サイズの計算方法】 
（１）三平方の定理（中学３年生） 
 網の１辺が 2.8cm と分かっていること

を利用し、魚の長さを斜辺として求めま

す。 

 
 

 縦 5 マス、横 8 マスの直角三角形の斜

辺の長さが魚体サイズとなりますので、

以下の方程式を解くことで求めることが

できます。 
 𝑙 = #(5 × 2.8)! + (8 × 2.8)! =26.4cm 
 

 
（２）比（小学６年生） 
 同じく網の１辺が 2.8cm であるため、

画面上での網目の長さとの比を求めて、

魚体の長さを計算します。 

 
  
定規で計測した魚の全長が 7cm、網目

が 0.9cm の場合、網目の実寸が 2.8cm の

ため以下の比の式から魚体サイズが

21.5cm であることが計算できます。 
					7 ∶ 0.9 =魚体サイズ ∶ 2.8 
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２．３ 「日誌」 機能 

 日誌の記述のため使用します。ダイジェスト映像を見て魚の様子を確認し、平均水

温、平均気温、平均サイズを確認し、魚の生育状態についてメモを残すことにより日

誌として記録します。 

 

 

カレンダー 
選択した⽇付の⽇誌の閲覧・編集をします 

いけす映像 
選択⽇のいけすの映像を表⽰します 

メモ記⼊欄 
 映像や気象データを参考にメモが残せます。 
⽇付表⽰ 

選択⽇を表⽰します 
データ表⽰ 

平均気温、平均⽔温、平均サイズを表⽰します 
登録ボタン 

作成した⽇誌を登録します 
フィードバック欄 

⽣産者からの⽇誌の感想を確認します 

 
 

 

２．４ 「チャット」の 機能 

 生産者への質問等がチャットを通じて実施できます。 

 

 

チャット履歴 
⽣産者とやりとりを表⽰します 

画像・ファイル添付 
写真や動画、ファイルの添付が⾏えます 

送信ボタン 
メッセージを記⼊し⽣産者へ送信します 
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３．生産者用タブレットアプリの操作方法 

 生産者用アプリは養殖現場で使用することを想定しています。 

 https://ezaki-lab.littlestar.jp/2021gakugyoyoshoku/?type=fish_farmer 

 

３．１ 「リアルタイム」 機能 

 ライブ映像を確認しながらの給餌作業や、養殖に必要な水温や気温などの情報閲覧

のため使用します。 

 「給餌」ボタンを押すことで実際に給餌機から餌が繰り出され、摂餌の様子を見な

がら魚の様子を確認できます。「停止」ボタンを押すことで給餌停止します。 

 

 

いけす選択 
閲覧したいいけすを選択します 

気温表⽰ 
いけす付近の気温を表⽰しています 

⽔温表⽰ 
いけすの表層、中層、深層の⽔温を表⽰します 

リアルタイム映像 
いけすのリアルタイム映像を表⽰します 

給餌開始ボタン 
ボタンを押すことで給餌を⾏うことが可能です 

給餌停⽌ボタン 
ボタンを押すことで給餌が停⽌します 

いけす⽔温グラフ 
表層、中層、深層の⽔温をグラフで表⽰します 
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３．２ 「データ入力」 機能 

 養殖魚に与える餌の種類や量、栄養剤等の情報を養殖現場で入力するための機能で

す。 

 

 

カレンダー 
閲覧・編集したい⽇付を選択します 

いけす選択 
閲覧・編集したいいけすを選択します 

⽇付・飼育⽇数表⽰ 
選択した⽇付と飼育⽇数を表⽰します 

メモ⼊⼒欄 
発⽣したイベントなど簡単なメモを記録します 

データ⼊⼒欄 
給餌量、餌の種類、薬量などデータ⼊⼒します 

登録ボタン 
⼊⼒したデータ登録します 

 

３．３ 「子供日誌」機能 

 生徒から送信された養殖日誌の閲覧ができます。フィードバック欄から生徒の日誌

に対して感想を記述することができます。 

 

 

⽇誌選択 
選択するグループの⽇誌を表⽰します 

カレンダー 
 閲覧する⼦供⽇誌の⽇付を選択します 
⼦供⽇誌 

⽣徒が記述した⽇誌を閲覧します 
フィードバック欄 

⽣産者が⽣徒の⽇誌に対してコメントを記述します 
返却ボタン 

フィードバックを⽣徒に返却します 
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３．４ 「チャット」 機能 

生徒と連絡を取るため使用します。生徒からの質問に答えたり、調理体験をライブ

配信するための ZOOM リンクを送付することができます。 

 

 

⽣徒選択 
メッセージを送りたい相⼿を選択します 

チャット欄 
⽣徒とチャットで会話します 
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４．生産者用デスクトップアプリの操作 

 「学魚養殖」の生産者用デスクトップアプリには、下記の URL からアクセスします。 

 https://ezaki-lab.littlestar.jp/2021gakugyoyoshoku/?type=fish_farmer 

 

４．１ 「データ分析」機能 

 養殖に必要な水温や気温等の確認のため使用します。カレンダーからは選択した日

付のいけすのデータの確認ができます。 

 
 

カレンダー 
閲覧する⽇付を選択します 

いけす選択 
選択したいけすの情報を表⽰します 

いけす情報表⽰ 
いけすの情報を表⽰します 

給餌機カメラ表⽰ 
リアルタイム映像を表⽰します 

⽔中カメラ表⽰ 
⽔中カメラ画像を表⽰します 

海象データグラフ 
海象データグラフを表⽰します 

海象データ表⽰設定 
海象データの表⽰設定が⾏えます 

養殖データグラフ 
 養殖データグラフを表⽰します 
養殖データ表⽰設定 
 養殖データの表⽰設定が⾏えます 

 

４．２ 「データ入力」 機能 

生産者が日誌を作成するため使用します。現場で必要なデータの入力を簡単に行う

ことができます。 

 

 

カレンダー 
閲覧・編集する⽇付を選択します 

いけす選択 
選択したいけすの情報を表⽰します 

養殖⽇誌登録 
養殖⽇誌に必要なデータを登録します 

各種データグラフ 
 登録したデータをグラフで表⽰します 
栄養剤情報登録 

栄養剤のデータを登録します 
出荷情報登録 

出荷時の情報を登録します 
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４．３ 「子供日誌」機能 

生徒から送信された養殖日誌の閲覧ができます。フィードバック欄から生徒の日誌

に対して感想を記述することができます。 

 

 

カレンダー 
閲覧する⼦供⽇誌の⽇付を選択します 

いけす選択 
選択したいけすの⽇誌を表⽰します 

⽇誌選択 
選択したグループの⽇誌を表⽰します 

⼦供⽇誌表⽰ 
⽣徒が記述した⽇誌を表⽰します 

テンプレート選択 
テンプレート⽂を選択します 

フィードバック欄 
⽣徒の⽇誌に対して感想を記述します 

返却ボタン 
フィードバックと共に⽇誌を返却します 

アナウンス発信 
⽣徒全体へメッセージを送信します 

 

４．４ 「チャット」 機能 

生徒と連絡を取るため使用します。生徒からの質問に答えたり、調理体験をライブ

配信するための ZOOM リンクを送付することができます。 

 

 

⽣徒選択 
メッセージを送る相⼿を選択します 
チャット 
⽣徒とチャットで会話をします 

 

 


